
船舶インシデント調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和５年６月１５日 １４時５０分頃 

発生場所 東京都八丈町石積ヶ鼻
いしづみがはな

北北東方沖 

 八丈島灯台から真方位０１４°３０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°３４.０′ 東経１４０°００.０′） 

インシデントの概要  漁船第十一佐賀
さ が

明神
みょうじん

丸は、航行中、主機の運転ができなくなり、

運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和５年８月２５日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第十一佐賀明神丸、４９トン 

 １４２２０７、株式会社明神水産（Ａ社） 

 ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力７３６kＷ、回転数毎

分１,４０６、６気筒、ボア１７０mm、使用燃料Ａ重油、平成２４

年３月機関製造、平成２４年１０月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

機関長、三級（機関） 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：波向 北西、波高 ２ｍ 

 インシデントの経過 (1) 本インシデント発生までの経過 

本船は、船長及び機関長ほか１１人が乗り組み、令和５年６月

１３日かつお一本釣り漁を行う目的で静岡県焼津市焼津港を出港

し、八丈町石積ヶ鼻北北東方沖の漁場に向かい、１４日漁場に到

着した後、機関回転数の増減を行いながら操業を開始した。 

機関長は、１５日１４時５０分頃、操舵室上方の見張り台で操

業指揮をとっていたところ、ふだんは感じない振動を体感すると

ともに機関室から異音が聞こえたので、同台にある主機の遠隔操

縦装置でクラッチを中立位置とした後、機関室に点検に向かっ

た。 

機関長は、機関室に入室後、主機の警報が作動していることを

認めて点検しようとしたところ、主機が潤滑油圧力低下によって

非常停止した。 

機関長は、潤滑油フィルターの目詰まりではないかと思って同

フィルターを取り替えた後、主機を始動したものの、潤滑油圧力

がアイドリング運転時の０.４９MＰaまで上昇せず、主機の異常な



振動及び主機内部からの異常な音を認めたので、このまま運転を

続けると損傷が大きくなると判断して主機を停止した。（図１参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ インシデント発生場所概略図 

 

機関長は、本インシデントの発生をＡ社に連絡するとともに、

漁業無線で本船の漁場周辺で操業中の僚船にえい
．．

航救助を依頼し

た。 

本船は、僚船によってえい
．．

航され、１６日和歌山県那智勝浦町

勝浦港に入港し、その後、別の僚船によってえい
．．

航され、１８日

宮城県気仙沼市気仙沼漁港に入港した。 

(2) 本インシデント後の主機開放点検結果 

主機は、修理業者による開放点検の結果、次のような状況が認

められた。（図２参照） 

   ① 損傷状況 

   ａ No.２主軸受メタルに焼損及び亀裂、同ハウジングに変形

（図３参照） 

     ｂ No.１～３クランク軸に傷及び軽微な焼損（図２参照） 

   ｃ No.１～３主軸受ハウジング*1に変形、No.２の変形が特に大

きい。（図４参照） 

   ｄ No.２シリンダークランクピンメタルに焼損（図３参照） 

No.１及び No.３同メタルに傷及び軽微な焼損 

   ｅ No.２シリンダーピストン及び連接棒大端部に焼損 

 

 
*1 「主軸受ハウジング」とは、主軸受の軸受メタルを収納する構造部、ケース部分をいう。 
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連接棒 

ピストンピン 

ピストン 

ピストンリング 

クランクピンメタル 

    

  No.１         No.２         No.３            クランク軸 No.２クランプピン 

               主軸受メタル                           

図３ 主軸受及びクランクピンの状態 

No.１シリンダー 
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クランクシャフト 

主軸受ハウジング 

主軸受メタル 

図２ 主機構造（出典：セイカダイヤエンジン株式会社） 

シリンダーブロック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 主機が損傷に至った要因 

ａ No.２主軸受メタルの焼損が主要因と推定される。その後、

同メタルが回ってクランクピンメタルへの潤滑油の供給が途

絶え、注油不足が生じたと推定される。 

ｂ No.２ピストン及び連接棒の焼損は、ａの後の２次損傷と考

えられる。クランクピンボルトが曲損しているので、ピスト

ンが焼損し、その影響で主軸受メタルが焼損したことも考え

られる。 

ｃ ａ及びｂから、通常では考えにくいが、異物の発生及び混

入が要因と思われる。 

ｄ No.５～７主軸受メタルが健全であることから潤滑油注油不

足は考えにくく、No.２主軸受メタル注油管にはごみ、異物は

なかった。クランク軸心の狂いは、損傷がない点から考えに

くい。 

ｅ ａ～ｄから、異物が潤滑油に混入し、主軸メタルに埋没し

焼損したと推定されるが、No.２主軸メタル及び No.２シリン

ダークランクピンの焼損が酷く、混入した異物は明確に判断

できず、要因の特定ができなかった。 

(3) 主機の運転及び保守整備の状況 

① 主機のアイドリング運転時の機関回転数は、毎分（rpm）５００

であり、港と漁場の往復時の機関回転数は、１,１００～１,２００

rpm である。 

② 主機関連の保守整備作業では、８００時間ごとに潤滑油（１５０

ℓ）及び潤滑油フィルターを交換していた。 

③ 主機は、令和５年１月の定期検査において、ピストンリン

グ、ピストンピン及びクランクピンメタルが取り替えられてい

た。定期検査後、試運転及びその後の運転状態に異状を認めな

かった。 

   
        連接棒大端部上側                     連接棒―大端部下側 

図４ No.２シリンダー連接棒の状態 



分析 (1) 機関長は、定期的に潤滑油及び潤滑油フィルターを取り替えて

おり、定期検査後の運転状態に異状がなかったことから、主機運

転中、異物の発生又は混入によって潤滑油の供給不足が生じると

は思わなかったものと考えられる。 

(2) 主機は、運転中、潤滑油に混入した異物が、No.２主軸メタル等

に埋没して固着し、同メタルが主軸の回転方向に回ってずれ
．．

、油

穴を閉じる状態となってクランクピンメタルへの潤滑油の供給が

途絶えたものと考えられる。その後、連接棒の焼損、クランクピ

ンボルトの曲損、ピストンの焼損等の損傷が広がったものと考え

られる。 

(3) ディーゼル機関内で発生して潤滑油に混入する異物には、①内

部部品の金属摩耗粉、②燃料油に起因する燃焼生成物、③スラッ

ジ等の潤滑油に起因する生成物等があると考えられるが、潤滑油

の性状や異物の特定等の明確な物的情報が得られず、異物が発生

した状況を明らかにすることはできなかった。 

   なお、前回の主機開放整備から本インシデント発生まで約５か

月が経過しており、同整備時の主機内部への異物の混入及び人為

的な作業ミスの可能性は低いものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、航行中、主機の運転ができなくなり、

運航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が航行中、潤滑油への異物の混入によって

主軸受メタルの焼損等を生じ、主機内部の潤滑油の供給が途絶えて、

主機の運転ができなくなったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・機関長及び機関部乗組員は、定期的に潤滑油フィルター及び潤滑

油の補給及び交換を行うとともに、主機の内部及び底部並びに潤

滑油タンク内部の点検を行い、異物の有無を確認すること。 

・機関長及び機関部乗組員は、定期点検等の際に異物の混入を認め

た場合、異物を除去するとともにその性状の確認、混入経路の特

定等によって以後の混入を防ぐ対策を講じること。 

 


